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　本資料の内容は予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用くだ

さい。�

　文書による当社の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。�
　本資料に記載された製品の使用もしくは本資料に記載の情報の使用に際して，当社は当社もしくは第三
者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。上記使用に
起因する第三者所有の権利にかかわる問題が発生した場合，当社はその責を負うものではありませんの
でご了承ください。�

　本資料に記載された回路，ソフトウエア，及びこれらに付随する情報は，半導体製品の動作例，応用例
を説明するためのものです。従って，これら回路・ソフトウエア・情報をお客様の機器に使用される場
合には，お客様の責任において機器設計をしてください。これらの使用に起因するお客様もしくは第三
者の損害に対して，当社は一切その責を負いません。�

M7A　98.8

•

•

•

•

本製品が外国為替および外国貿易管理法の規定による規制貨物等（または役務）に該当するか否かは，ユーザ�

（仕様を決定した者）が判定してください。�
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巻末にアンケート・コーナを設けております。このドキュメントに対するご意見を�

お気軽にお寄せください。�
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はじめに

対 象 者    　　このマニュアルはV830ファミリの各製品の応用システムを設計，開発するユーザを対象としています。

目　　的　　このマニュアルは，次の構成に示すRD830の機能をユーザに理解していただくことを目的としていま

す。

構　　成　　このマニュアルは，大きく分けて次の内容で構成しています。

・概　　説

・インストールと起動方法

・ウインドウ・レファレンス

・エラー・メッセージ一覧

・使用上の注意事項

読 み 方    　　このマニュアルの読者には，電気，論理回路，マイクロコンピュータ，C言語，アセンブラの一般知

識を必要とします。

このマニュアルでは，2つのタスク・ディバッガ（RD830（µ ITRON3.0）, RD830（ITRON1））を

まとめて説明しているため，各タスク・ディバッガの固有の機能については，本文中の  µ ITRON3  ,

  ITRON1  で，対象ファミリを明記しています。なお，特に記述のない限り，両方のタスク・ディ

バッガが対象となります。

また，本文中の画面例は特に記述のない場合，RD830（µ ITRON3.0）のものをのせてありますので，

RD830（ITRON1）の実際の画面と異なる場合があります。

V830ファミリのハードウエア機能を知りたいとき

→各製品のユーザーズ・マニュアル　ハードウエア編を参照してください。

V830ファミリの命令機能を知りたいとき

→V830ファミリ　ユーザーズ・マニュアル　アーキテクチャ編（U12496J）を参照してください。

凡　　例　　データ表記の重み ：左が上位桁，右が下位桁

注 ：本文中につけた注の説明

注意 ：気をつけて読んでいただきたい内容

備考 ：本文の補足説明

数の表記 ：2進数…XXXXまたはXXXXB

　10進数…XXXX

　16進数…0xXXXX

2のべき数を示す接頭語（アドレス空間，メモリ容量）：

　K（キロ） 210 = 1024

　M（メガ） 220 = 10242
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関連資料　　このマニュアルを使用する場合は，次の資料もあわせてご覧ください。

関連資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。

あらかじめご了承ください。

○開発ツールに関する資料（ユーザーズ・マニュアル）

資　料　名 資料番号

操作編 U13998JCA830, CA850（Cコンパイラ・パッケージ）

C言語編 U13997J

CA830（Cコンパイラ・パッケージ） アセンブリ言語編 U14370J

基礎編 U13152J

テクニカル編 U13150J

µ ITRON Ver.3.0

インストレーション編 U13151J

基礎編 U11730J

テクニカル編 U11713J

RX830

（リアルタイムOS）

ITRON1

インストレーション編 U11731J

RD830（タスク・ディバッガ） このマニュアル

AZ830（システム・パフォーマンス・アナライザ） U13621J
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第1章　概　　説

1. 1　機能概要

RD830はディバッガとTIP注1によって結合し，RX830を用いたアプリケーションのディバグに有効な機能を提

供します。

RD830で提供する機能は次のとおりです。

・RTOS注2資源表示機能

注1.　TIP：Tool Interface Protocol

2.　RTOS：Real-Time Operating System

1. 2　システム構成

RD830はTIPによってディバッガと結合し，ディバッガの機能を拡張します。

次にRD830のシステム構成を示します。

図1－1　RD830のシステム構成

コンパイラ�

ターゲット，ROMモニタなど�

RX830

ディバッガ� シミュレータ�RD830
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1. 3　動作環境

RD830を使用するにはディバッガの環境が必要です。次にRD830の動作環境について説明します。

・ホスト・マシン

CPU ：PentiumTM 100 MHz以上

メモリ ：32 Mバイト以上

OS ：Windows95およびWindowsNTTM4.0

・ソフトウエア

コンパイラ ：CA830（NEC製）

CCV830（GreenHills SoftwareTM Corp.製）

ディバッガ ：TIP対応のディバッガ

MULTITM, PARTNER

1. 4　入力書式

1. 4. 1　数　　値

数値は，8進数，10進数および16進数が入力できます。

8進数 ：0［0-7］＋

16進数 ：0［xX］［0-9a-fA-F］＋

10進数 ：上記以外

入力可能な値の範囲は次のとおりです。

8進数 ：0≦数値≦037777777777

16進数 ：0x0≦数値≦0xffffffff

10進数 ：－2147483648≦数値≦4294967295

1. 4. 2　シンボル

シンボルはアセンブリ言語レベルのグローバル・シンボルが使用できます。利用可能な文字などは言語処理

系に依存します。

1. 5　シンボル表示

リスト表示エリアおよび詳細表示エリアのタスクと周期起動ハンドラのシンボルとしては，エントリ・アドレ

スのシンボルが表示されますが，シンボル情報が存在しない場合はエントリ・アドレスが16進表記で表示されま

す。
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第2章　インストールと起動方法

2. 1　インストーラによるインストール

ここでは，次の手順でRD830をインストールします。

（1）Windowsを起動します。

（2）RD830のリリース媒体のインストール・プログラム（setup.exe）を起動します。

（3）画面に表示されるメッセージに従ってセットアップします。

2. 2　インストール後のディレクトリ構成

インストーラによってインストールしたあと，次のようなディレクトリ構成になります。

インストール・ディレクトリ�

windows

bin

lib tcl7.6

tk4.2

smp830 tcl/tk　�

…　実行ファイル（wishtip.exe, rd830.tclなど）�

…　Tcl7.6ライブラリ�

hlp …　ヘルプ・ファイル�

…　Tk4.2ライブラリ�

…　Tcl7.6/Tk4.2からのソース差分�

…　TIPライブラリ�
tipxdbg.dll�
tipdbg.dll�
tipcmm.dll�
�Tcl/Tkライブラリ�
tcl76.dll�
tcl1676.dll�
tcltip76.dll�
tk42.dll�
�

RD830用TIP処理ライブラリ�
ディバッガ用TIP処理ライブラリ�
TIP処理共通ライブラリ�
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2. 3　起動方法

RD830はTcl/Tkのスクリプト言語で記述されています。このため，RD830自体は実行ファイルではありません。

また，RD830はディバッガと通信をしながら動作するため，通信のためのメカニズムを盛り込んだTcl/Tkを必要

とします。この拡張されたTcl/Tkをwishtipと呼びます（ファイル名はwishtip.exeです）。RD830はwishtipによっ

て解釈され，実行されます。

RD830の起動方法としては次の2通りがあります。

（1）wishtipの起動パラメータとして起動

（2）wishtipと関連付け後，アイコンのダブルクリック

どちらの起動方法でも動作に違いはありませんが，起動の容易さから（2）の関連付けを行うことを推奨しま

す。関連付けの方法はWindowsのマニュアルなどを参照してください。
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第3章　ウインドウ・レファレンス

RD830は2. 3　起動方法に従って起動します。しかし単体では利用することはできません。RD830はディバッガ

と通信し，情報を取得することで動作しますので，ディバッガが同時に動作していることが必要です。ディバッガ

の使用方法などはMULTI（Green Hills Software, Inc.製），PARTNER（株式会社マイダス・ラボ製）の説明書を参

照してください。

RD830が起動されると次のようなウインドウが表示されます。

図3－1　資源情報表示ウインドウ

備考　RD830（ITRON1）には，  CYC  ボタンはありません。

この状態では，RTOS資源情報などは表示されません。

タイトル・バー�

詳細表示エリア�リスト表示エリア�HLDチェック・ボックス�

メニュー・バー�

選択ボタン�

�
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3. 1　一覧表示

資源情報を表示するにはウインドウの左端に並んでいるボタンを押します。

ボタンは縦に8つ並んでおり注，押すことによって，タスク，イベント・フラグ，セマフォ，メールボックス，

可変長メモリ・プール，周期起動ハンドラ，キュー，オペレーティング・システム管理テーブルの情報が表示さ

れます。

ただし，情報を表示するためには，次の条件が必要です。

注　RD830（ITRON1）には周期起動ハンドラがありませんので，ボタンは7つです。

（1）ディバッガにRX830をリンクしたアプリケーションがロードされている

（2）OSの初期化処理が完了している

備考　（2）は最初に動くタスクに制御が移っていれば問題はありません。

これらの条件が満足されていない状態でボタンを押した場合は，動作が保証されません。

次に，タスク情報の表示例を示します。

図3－2　資源情報表示ウインドウの表示例（  TSK  ボタン選択時）

備考　RD830（ITRON1）には，  CYC  ボタンはありません。

図3－2のように，ボタンを押された資源の一覧が表示されます。
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3. 2　詳細表示

ディバグ段階では，一覧はもちろんのこと，それぞれの資源の詳細な情報も必要になります。そのような場合

には，詳細情報が欲しい資源をクリックしてください。クリックするとその資源の詳細情報が右側のウインドウ

に表示されます。図3－3は2番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－3　詳細表示

備考　RD830（ITRON1）には，  CYC  ボタンはありません。

図3－3では，タスクを例に挙げて説明しましたが，他の資源の場合も同じように操作します。

3. 3　表示固定

ウインドウの左下のHLDチェック・ボックスは，表示を現在の状態のまま固定するためのスイッチです。通常

OFFになっています。

HLDチェック・ボックスをONにすると，その後プログラム実行とブレークが起きても，チェック・ボックス

をOFFにするまで表示情報は更新されません。この機能を使えば，複数のRD830を起動して異なる時点の状態を

比較することが容易にできます。
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3. 4　タイトル・バー

現在，選択されている資源の種別をタイトル・バーに表示します。

形式は次のとおりです。

RD830［資源種別］

3. 5　選択ボタン

RD830には，次のボタンがあります。

表3－1　選択ボタン説明

ボタン� 説明�

タスク情報を表示します。�

イベント・フラグ情報を表示します。�

セマフォ情報を表示します。�

メールボックス情報を表示します。�

可変長メモリ・プール情報を表示します。     �

周期起動ハンドラ情報を表示します。　μITRON3�

キュー（タイマ・キュー，レディ・キュー）情報を表示します。�

オペレーティング・システム管理テーブル情報を表示します。�

�
ホールド／アクティブを切り替えます。�
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3. 6　メニュー・バー

3. 6. 1　ファイル・メニュー

ファイル・メニューには次の項目があります。

Quit RD830を終了します。

3. 6. 2　ビュー・メニュー

ビュー・メニューには次の項目があります。

Task タスク情報を表示します。

Eventflag イベント・フラグ情報を表示します。

Semaphore セマフォ情報を表示します。

Mailbox メールボックス情報を表示します。

Variable-size memorypool 可変長メモリ・プール情報を表示します。

Cyclic handler 周期起動ハンドラ情報を表示します。   µ ITRON3    

System queue キュー（タイマ・キュー，レディ・キュー）情報を表示します。

System base table オペレーティング・システム管理テーブル情報を表示します。
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3. 6. 3　ヘルプ・メニュー

ヘルプ・メニューには次の項目があります。

Contents ヘルプ・ファイルを開きます。

About RD830 RD830のバージョン情報を表示します。
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3. 7　タスク・ウインドウ

3. 7. 1　タスク情報表示

図3－4は1番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－4　タスク情報表示

備考　RD830（ITRON1）には，  CYC  ボタンはありません。

リスト表示エリアとタスク詳細表示エリアに表示される情報を表3－2～表3－8に示します。

表3－2　リスト表示エリアの表示内容

項　　目 内　　容

第1項目 タスクID

第2項目 タスクのシンボル

第3項目 現在のタスク・プライオリティ

リスト表示エリア

第4項目 タスクの状態

備考　リスト表示エリアはタスクのID番号順にタスクが表示されます。

タスク詳細表示エリア�リスト表示エリア�



第3章　ウインドウ・レファレンス

24 ユーザーズ・マニュアル  U13946JJ1V0UM00

表3－3にRD830（µ ITRON3.0）使用時のタスク詳細表示エリアの表示内容を示します。

表3－3　タスク詳細表示エリアの表示内容　  µ ITRON3  

ラベル 内　　容

name タスクのシンボル（シンボル情報がない場合はスタート・アドレスを表示します）

tskid タスクID

entry タスクのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボルがある場合：シンボル

　シンボルがない場合：アドレス

sts 状態

pri 優先度

suscnt サスペンド要求回数

wupcnt 起床要求回数

pc 現在のPC

　RX830内部のシンボル情報を取得できない場合は表示できません。

　表示形式は，entry行と同じです。

stksz タスクのスタック・サイズとスタック確保領域名

　SPOL0システム用メモリ領域0番

　SPOL1システム用メモリ領域1番

stkptr タスクの現在のスタック・ポインタの値

lang タスクの記述言語（TA_ASM：アセンブリ言語／TA_HLNG：C言語）

keyid キーID値

　キーIDの指定がない場合は（not used）と表示されます。

iniintr タスクの起動時割り込み状態（TA_DISINT：すべての割り込み禁止／TA_ENAINT：すべての割り

込み許可）

gp タスク生成時に使用するタスク固有gp値

　固有gp指定がなく，値を利用しない場合は後ろに（not used）と表示します。

tp タスク生成時に使用するタスク固有tp値

　固有tp指定がなく，値を使用しない場合は後ろに（not used）と表示します。
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表3－4にRD830（ITRON1）使用時のタスク詳細表示エリアの表示内容を示します。

表3－4　タスク詳細表示エリアの表示内容　  ITRON1  

ラベル 内　　容

name タスクのシンボル（シンボル情報がない場合はスタート・アドレスを表示します）

tskid タスクID

tskaa タスクのアクセス・アドレス

entry タスクのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボル情報がある場合：シンボル

　シンボル情報がない場合：アドレス

sts 状態

pri 優先度

suscnt サスペンド要求回数

wupcnt 起床要求回数

pc 現在のPC

　実行状態時はPCレジスタの値を表示します。

　その他の状態ではタスク・コンテキスト中のPCの値を表示します。

　表示形式は，entry行と同じです。

stksz タスクのスタック・サイズ

　align16（ユーザ指定サイズ）を表示します。

stkptr タスクのスタック・ポインタ

実行状態時はSPレジスタの値を表示します。

その他の状態では，タスク管理ブロック中のスタック・ポインタの値（スタックにタスク・コン

テキストが積んである状態です）を読み出します。

スタック・オーバフローを起こしている可能性がある場合は，（stack overflow）と表示します。

gp タスク生成時に使用するタスク固有gp値

ext_ent 終了時処理ルーチンのスタート・アドレス

終了時処理ルーチンを登録していない場合表示しません。

表示形式は，entry行と同じです。

ext_gp 終了時処理ルーチンの固有gp値

終了時処理ルーチンを登録していない場合表示しません。

exc_ent タスク固有システム・コール例外ハンドラのスタート・アドレス

タスク固有システム・コール例外ハンドラを登録していない場合表示しません。

表示形式は，entry行と同じです。

exc_gp タスク固有システム・コール例外ハンドラの固有gp値

タスク固有システム・コール例外ハンドラを登録していない場合表示しません。

RD830（ITRON1）使用時で同期起床要求が存在する場合には，次の表3－5の情報も表示されます。
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表3－5　タスク詳細表示エリアの表示内容（周期起床要求が存在する場合）　  ITRON1   

ラベル 内　　容

intvl 起床間隔cyclic

cnt 残り起床回数

　回数制限のないときはpermanentと表示します。

リスト表示エリア，タスク詳細表示エリアで表示されるタスクの状態には次のものがあります。

表3－6　リスト表示エリア，タスク詳細表示エリアで表示されるタスク

表　示 意　　味

RUN 実行状態

RDY 実行可能状態

DMT 休止状態

SUS サスペンド状態

SLP 起床待ち状態

DLY   µ ITRON3 時限待ち状態

EVF イベント・フラグ待ち状態

SEM セマフォ待ち状態

MBX メッセージ待ち状態

MPL 可変長メモリ・ブロック待ち状態

タスクが待ち状態の場合，ステータスに加えて表3－7の付加情報が表示されます。

表3－7　タスクの付加情報（タスクが待ち状態）

表　示 意　　味

TIM 時限ありの待ち状態

PRI プライオリティ順のキューを利用した待ち状態

RD830（ITRON1）使用時では，タスク終了時処理ルーチン実行中，または例外ハンドラ実行中には，ステ

ータスに加えて次の表3－8の情報が表示されます。

表3－8　タスクの付加情報（タスク終了時処理ルーチン／例外ハンドラ実行中）　  ITRON1   

表　示 意　　味

EXT 終了時処理状態

CPUEXC CPU例外処理状態

SYSEXC システム・コール例外処理状態

タスクの状態として，前記の状態を複数持つ場合がありますが，そのような場合にはそれぞれの状態を‘｜’

で連結して表示します。

また，タスクが資源待ち（イベント・フラグ，セマフォ，メールボックス，可変長メモリ・プール）の場合，

ステータスに加えて待ち資源IDが表示されます（詳細表示時のみ）。
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3. 7. 2　タスクのソース表示

ディバグ情報がある場合にタスク詳細表示エリアのentry行をダブルクリックすることで，ディバッガのソー

ス・ウインドウにタスクのソースを開くことができ，pc行をダブルクリックすることでタスクのpc位置のソー

スを開くことができます。

またRX830（ITRON1）の場合は，これに加えてタスク詳細表示エリアのext_ent行をダブルクリックするこ

とで，ディバッガのソース・ウインドウに終了時処理ルーチンのソースを開くことができ，exc_ent行をダブ

ルクリックすることで，ディバッガのソース・ウインドウにタスク固有例外ハンドラのソースを開くことがで

きます。

ディバグ情報がない場合はディバッガのアセンブラ・ウインドウを開くことができます。
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3. 8　イベント・フラグ・ウインドウ

3. 8. 1　イベント・フラグ情報表示

図3－5は1番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－5　イベント・フラグ情報表示

リスト表示エリアとイベント・フラグ詳細表示エリアに表示される情報を表3－9～表3－11に示します。

表3－9　リスト表示エリアの表示内容

項　　目 内　　容

第1項目 イベント・フラグID

第2項目 待ちタスクの有無（TSK：待ちタスクが存在する，NON：待ちタスクが存在しない）

リスト表示エリア

第3項目 現在のビット・パターン

表3－10　イベント・フラグ詳細表示エリアの表示内容

ラベル 内　　容

evfid イベント・フラグID

atr   µ ITRON3 複数のタスク待ち属性（TA_WMUL：複数タスク待ち／TA_WSGL：1タスク待ち）

evfaa   ITRON1 イベント・フラグのアクセス・アドレス

pattern 現在のビット・パターン

イベント・フラグ詳細表示エリア�リスト表示エリア�
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イベント・フラグを持っているタスクが存在する場合には，次の表3－11の情報も表示されます。

表3－11　イベント・フラグ待ちタスクの表示

ラベル 内　　容

name 待ちタスクのシンボル

id 待ちタスクのID

ptn 待ちパターン

opt 待ちオプション（TWF_ORW：OR待ち，TWF_ANDW：AND待ち）

  µ ITRON3

（T_ORW：OR待ち，T_ANDW：AND待ち）　  ITRON1

wait tsk

clr クリア指定の有無（ON：クリア指定あり，OFF：クリア指定なし）

  µ ITRON3

（T_RESET：クリア指定あり，T_NOOPT：クリア指定なし）

  ITRON1
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3. 9　セマフォ・ウインドウ

3. 9. 1　セマフォ情報表示

図3－6は1番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－6　セマフォ情報表示

リスト表示エリアとセマフォ詳細表示エリアに表示される情報を表3－12～表3－14に示します。

表3－12　リスト表示エリアの表示内容

項　　目 内　　容

第1項目 セマフォID

第2項目 待ちタスクの有無（TSK：待ちタスクが存在する，NON：待ちタスクが存在しない）

リスト表示エリア

第3項目 現在の資源数

表3－13　セマフォ詳細表示エリアの表示内容

ラベル 内　　容

semid セマフォID

semaa   ITRON1 セマフォのアクセス・アドレス

tskopt タスクのキューイング方式（TA_TFIFIO：FIFO順／TA_TPRI：優先度順）   µ ITRON3

（T_TFIFIO：FIFO順／T_TPRI：優先度順）   ITRON1

count 現在の資源数

maxcnt   µ ITRON3 最大資源数

セマフォ詳細表示エリア�リスト表示エリア�
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セマフォを持っているタスクが存在する場合には，次の表3－14の情報も表示されます。

表3－14　セマフォ待ちタスクの表示

ラベル 内　　容

name 待ちタスクのシンボル

id 待ちタスクのID

wait tsk

cnt   ITRON1 要求カウント数
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3. 10　メールボックス・ウインドウ

3. 10. 1　メールボックス情報表示

図3－7は2番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－7　メールボックス情報表示

リスト表示エリアとメールボックス詳細表示エリアに表示される情報を表3－15～表3－18に示します。

メールボックス詳細表示エリア�リスト表示エリア�

〔タスクの詳細〕

〔メッセージの詳細〕
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表3－15　リスト表示エリアの表示内容

項　　目 内　　容

第1項目 メールボックスIDリスト表示エリア

第2項目 待ちタスクの有無（TSK：待ちタスクが存在する，MSG：受信待ちメッセージが存在す

る，NON：待ちタスク，受信待ちメッセージが存在しない）

表3－16　メールボックス詳細表示エリアの表示内容

ラベル 内　　容

mbxid メールボックスID

mbxaa   ITRON1 メールボックスのアクセス・アドレス

tskopt タスクのキューイング方式（TA_TFIFO：FIFO順／TA_TPRI：優先度順）     µ ITRON3

　　　　　　　　　　　　（T_TFIFO：FIFO順／T_TPRI：優先度順）   ITRON1

msgopt メッセージのキューイング方式（TA_MFIFO：FIFO順／TA_MPRI：優先度順）     µ ITRON3

　　　　　　　　　　　　　　（T_MFIFO：FIFO順／T_MPRI：優先度順）   ITRON1

メッセージを待っているタスクが存在する場合には，次の表3－17の情報も表示されます。

表3－17　メッセージ待ちタスクの表示

ラベル 内　　容

name 待ちタスクのシンボルwait tsk

id 待ちタスクのID

また，メッセージが存在する場合には，次の表3－18の情報も表示されます。

表3－18　メッセージが存在する場合の情報

ラベル 内　　容

message addr メッセージのアドレス

3. 10. 2　メッセージのメモリ表示

メールボックス詳細表示エリアのmessage行のaddrをダブルクリックすることで，ディバッガのメモリ・ウ

インドウを開くことができます。
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3. 11　可変長メモリ・プール・ウインドウ

3. 11. 1　可変長メモリ・プール情報表示

図3－8は2番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－8　可変長メモリ・プール詳細表示

リスト表示エリアと可変長メモリ・プール詳細表示エリアに表示される情報を表3－19～表3－22に示します。

表3－19　リスト表示エリアの表示内容

項　　目 内　　容

第1項目 可変長メモリ・プールIDリスト表示エリア

第2項目 待ちタスクの有無（TSK：待ちタスクが存在する，NON：待ちタスクが存在しない）

可変長メモリ・プール詳細表示エリア�リスト表示エリア�
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　表3－20にRD830（µ ITRON3.0）使用時の可変長メモリ・プール詳細表示エリアの表示内容を示します。

表3－20　可変長メモリ・プール詳細表示エリアの表示内容   µ ITRON3   

ラベル 内　　容

mplid 可変長メモリ・プールID

tskopt （タスクのキューイング方式（TA_TFIFO：FIFO順／TA_TPRI：優先度順）

topadr メモリ・プールの先頭アドレス

size メモリ・プールのサイズ　（単位：バイト）

align4（ユーザ指定サイズ＋8（OSが使用））が表示されます

free 総空きメモリ・サイズ　（単位：バイト）

max 最大獲得可能メモリ・ブロック・サイズ　（単位：バイト）

　表3－21にRD830（ITRON1）使用時の可変長メモリ・プール詳細表示エリアの表示内容を示します。

表3－21　可変長メモリ・プール詳細表示エリアの表示内容   ITRON1   

ラベル 内　　容

mplid 可変長メモリ・プールID

mplaa 可変長メモリ・プールのアクセス・アドレス

tskopt タスクのキューイング方式（T_TFIFO：FIFO順／T_TPRI：優先度順）

mplsz メモリ・プールのサイズ（単位：バイト）

align16（ユーザ指定サイズ＋0x10（OSが使用））が表示されます

blksz 基本ブロック・サイズ（単位：バイト）

free 総空きメモリ・サイズ（単位：バイト）

max 最大獲得可能メモリ・ブロック・サイズ　（単位：バイト）

メモリ・ブロックを待っているタスクが存在する場合には，次の表3－22の情報も表示されます。

表3－22　メモリ・ブロック待ちタスクの表示

ラベル 内　　容

name 待ちタスクのシンボル

id 待ちタスクのID

size   µ ITRON3 待ちブロック・サイズ（単位：バイト）

align4（ユーザ指定サイズ＋8（OSが使用））が表示されます

wait tsk

cnt   ITRON1 要求ブロック数

備考　リストおよび詳細表示エリアのIDの表記は，RX830が予約しているメモリ・プールの場合は次のように

表示されます。

I　D 内　　容

SPOL0 システム・メモリ・プール＃0

SPOL1 システム・メモリ・プール＃1

UPOL0 ユーザ・メモリ・プール＃0
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3. 12　周期起動ハンドラ・ウインドウ   µ ITRON3   

3. 12. 1　周期起動ハンドラ情報表示

図3－9は1番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－9　周期起動ハンドラ情報表示

リスト表示エリアと周期起動ハンドラ詳細表示エリアに表示される情報を表3－23～表3－25に示します。

表3－23　リスト表示エリアの表示内容

項　　目 内　　容

第1項目 周期起動ハンドラID

第2項目 周期起動ハンドラのシンボル（シンボル情報がない場合はスタート・アドレスを表示し

ます）

リスト表示エリア

第3項目 活性状態（TCY_ON, TCY_OFF）

表3－24　周期起動ハンドラ詳細表示エリアの表示内容

ラベル 内　　容

name 周期起動ハンドラのシンボル（シンボル情報がない場合はスタート・アドレスを表示します）

cycno 周期起動ハンドラ番号

entry 周期起動ハンドラのスタート・アドレス

ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

シンボル情報がある場合：シンボル

シンボル情報がない場合：アドレス

intvl 周期起動間隔（単位：ミリ秒）

activate 活性状態

周期起動ハンドラ詳細表示エリア�リスト表示エリア�
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リスト表示エリア，周期起動ハンドラ詳細表示エリアの活性状態としては次のものがあります。

表3－25　リスト表示エリア，周期起動ハンドラ詳細表示エリアの活性状態

表示 内　　容

TCY_ON 起動される状態

TCY_OFF 起動されない状態

3. 12. 2　周期起動ハンドラのソース表示

周期起動ハンドラ詳細表示エリアのentry行をダブルクリックすることで，ディバグ情報がある場合はディ

バッガのソース・ウインドウを，ディバグ情報がない場合はディバッガのアセンブラ・ウインドウを開くこと

ができます。
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3. 13　キュー・ウインドウ

3. 13. 1　キュー情報表示

図3－10の上図は1番目のタスク，下図は2番目のタスクを指定したときの表示です。

図3－10　キュー情報表示

キュー詳細表示エリア�リスト表示エリア�

〔タイマ・キューの詳細〕

〔レディ・キューの詳細〕
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キュー情報表示では，タイマ・キュー，レディ・キューの情報を表示します。

リスト表示エリアとキュー詳細表示エリアに表示される情報を表3－26～表3－29に示します。

表3－26　リスト表示エリアの表示内容

項　　目 内　　容

第1項目 キュー名（TimerQueue/ReadyQueue）リスト表示エリア

第2項目 優先度（タイマ・キューの場合はありません）

　表3－27にRD830（µ ITRON3.0）使用時のキュー詳細表示エリアの表示内容（タイマ・キュー表示の場合）

を示します。

表3－27　キュー詳細表示エリアの表示内容（タイマ・キュー表示の場合）   µ ITRON3   

ラベル 内　　容

name タスクのシンボル（シンボル情報がない場合はスタート・アドレスを表示します）

id タスクのID

タスク

clk 待ち時間（単位：ミリ秒）

name 周期起動ハンドラ名（シンボル情報がない場合はスタート・アドレスを表示します）

no 周期ハンドラ番号

周期起動ハンドラ

clk 待ち時間（単位：ミリ秒）

　表3－28にRD830（ITRON1）使用時のキュー詳細表示エリアの表示内容（タイマ・キュー表示の場合）を

示します。

表3－28　キュー詳細表示エリアの表示内容（タイマ・キュー表示の場合）   ITRON1   

項　　目 内　　容

第1項目 クロック数

第2項目 起動種別（タスクID）

　TMO：タイムアウト指定

　CYC：周期起床指定

詳細表示エリア

第3項目 タスクのシンボル名

表3－29　キュー詳細表示エリアの表示内容（レディ・キュー表示の場合）

ラベル 内　　容

name タスクのシンボル（シンボル情報がない場合はスタート・アドレスを表示します）task

id タスクのID
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3. 14　オペレーティング・システム管理テーブル

3. 14. 1　オペレーティング・システム管理テーブル情報表示

図3－11　オペレーティング・システム管理テーブル情報表示（  SBT  ボタン選択時）

オペレーティング・システム管理テーブル�
詳細表示エリア�

リスト表示エリア�
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リスト表示エリアにはSystem Base Tableと表示されます。オペレーティング・システム管理テーブル詳細

表示エリアに表示される情報を表3－30～表3－33に示します。

表3－30　オペレーティング・システム管理テーブル詳細表示エリアの表示内容

ラベル 内　　容

system time システム時間（単位：ミリ秒）

on nest システム処理のネスト数

int nest 割り込み処理のネスト数

dispatch   µ ITRON3 ディスパッチ抑制フラグ

enable：ディスパッチ許可状態

disable：ディスパッチ不許可状態

int sp 割り込み用スタック・ポインタ

OSから間接起動割り込みハンドラに制御が移る場合に使用されるシステム固定のス

タックの値です（多重割り込みの場合は，元のスタックの値をそのまま利用します）。

sys sp baseから割り込みのフレーム分の空きを取った位置になります。

sys sp base   µ ITRON3 割り込み用スタック・ポインタの先頭アドレス

sys tp   ITRON1 システム・テキスト・ポインタ

usr tp   ITRON1 ユーザ・テキスト・ポインタ

tsk_cpu 全タスク共通のCPUの例外ハンドラ

　abort task

　no operation

　stop system

tsk_sys 全タスク共通のシステム・コール例外ディフォールト処理

　abort task

　return error code

int_cpu 非タスクのCPU例外ディフォールト処理

　no operation

　stop system

default exc   ITRON1

int_sys 非タスクのシステム・コール例外ディフォールト処理

　return error code
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RD830（ITRON1）使用時では，全タスク共通の例外ハンドラが存在する場合には，次の表3－31の情報も

表示されます。

表3－31　全タスク共通の例外ハンドラが存在する場合の情報   ITRON1   

ラベル 内　　容

tsk_cpu_ent 全タスク共通のCPU例外ハンドラのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボル情報がある場合：シンボル

　シンボル情報がない場合：アドレス

tsk_cpu_gp 全タスク共通のCPU例外ハンドラの固有gp値

tsk_sys_ent 全タスク共通のシステム・コール例外ハンドラのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボル情報がある場合：シンボル

　シンボル情報がない場合：アドレス

tsk_sys_gp 全タスク共通のシステム・コール例外ハンドラの固有gp値

int_cpu_ent 非タスクのCPU例外ハンドラのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボル情報がある場合：シンボル

　シンボル情報がない場合：アドレス

int_cpu_gp 非タスクCPU例外ハンドラの固有gp値

int_sys_ent 非タスクのシステム・コール例外ハンドラのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボル情報がある場合：シンボル

　シンボル情報がない場合：アドレス

int_sys_gp 非タスクのシステム・コール例外ハンドラの固有gp値

割り込みハンドラが存在する場合には，次の表3－32の情報も表示されます。

表3－32　割り込みハンドラが存在する場合の情報

ラベル 内　　容

Interrupt int（割り込み要因番号）_ent

int（割り込み要因番号）_gp

int（割り込み要因番号）_tp

  µ ITRON3

割り込みハンドラのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボル情報がある場合：シンボル

　シンボル情報がない場合：アドレス

ハンドラ登録時に使用される割り込みハンドラ固有gp値（指

定がある場合のみ表示されます）

ハンドラ登録時に使用される割り込みハンドラ固有tp値（指

定がある場合のみ表示します）
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拡張SVCハンドラが存在する場合には，次の表3－33の情報も表示されます。

表3－33　拡張SVCハンドラが存在する場合の情報

ラベル 内　　容

svc svc（システム・コール番号）_ent

svc（システム・コール番号）_gp  

svc（システム・コール番号）_tp  

  µ ITRON3

拡張SVCハンドラのスタート・アドレス

　ディバグ情報がある場合：ファイル名＃行番号（シンボル）

　シンボル情報がある場合：シンボル

　シンボル情報がない場合：アドレス

ハンドラ登録時に使用される拡張SVCハンドラ固有gp値（指

定がある場合のみ表示します）

ハンドラ登録時に使用される拡張SVCハンドラ固有tp値（指

定がある場合のみ表示します）
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3. 14. 2　ハンドラのソース表示

オペレーティング・システム管理テーブル詳細表示エリアのint（割り込み要因番号）_ent行またはsvc（シ

ステム・コール番号）_ent行をダブルクリックすることで，ディバグ情報がある場合はディバッガのソース・

ウインドウにそれぞれのハンドラのソースを，ディバグ情報がない場合はディバッガのアセンブラ・ウインド

ウを開くことができます。
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第4章　エラー・メッセージ一覧

エラー・メッセージの説明は次に示す表形式で記述しています。

エラー番号 エラー番号です。

エラー・メッセージ 出力されたメッセージです。

エラー内容 出力されたメッセージの内容です。

次に，各エラー・メッセージを示します。

エラー番号 1000

エラー・メッセージ Not connect.

エラー内容 ディバッガと接続されていないときに表示されます。ディバッガを起動してください。

エラー番号 1100

エラー・メッセージ Debugger running.

エラー内容 ブレーク状態ではないときに表示資源の変更や状態変更をすると表示されます。ブレーク状態のと

きに操作してください。

エラー番号 1200

エラー・メッセージ RX not loaded.

エラー内容 RXがロードされていないか，RXの初期化処理が完了していません。RXをロードして，RXの初期

化処理が終わるところまで実行してください。

エラー番号 1300

エラー・メッセージ Interrupt Disabled.

エラー内容 割り込み禁止状態のため状態の変更ができません。割り込み許可状態まで実行してからやり直して

ください。

エラー番号 1500

エラー・メッセージ “システムコール”is not linked.

エラー内容 システム・コールがリンクされていないため，状態の変更ができません。

エラー番号 1511

エラー・メッセージ chg_pri Error：E_PAR.

エラー内容 優先度の指定が間違っています。正しい値を設定してください。

エラー番号 1521

エラー・メッセージ sus_tsk Error：E_QOVR.

エラー内容 サスペンドネスト数が最大値を越えました。これ以上カウントを増やすことはできません。

エラー番号 1530

エラー・メッセージ rsm_tsk Error：E_OBJ.

エラー内容 サスペンドネスト数が0です。これ以上カウントを減らすことはできません。

エラー番号 1541

エラー・メッセージ wup_tsk Error：E_QOVR.

エラー内容 起床要求数が最大値を越えました。これ以上カウントを増やすことはできません。
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エラー番号 1560

エラー・メッセージ sig_sem Error：E_QOVR.

エラー内容 セマフォの資源数が最大値を越えました。これ以上カウントを増やすことはできません。

エラー番号 1561

エラー・メッセージ sig_sem Error：TE_PAR.

エラー内容 返却資源数に0を指定しました。

エラー番号 1570

エラー・メッセージ preq_sem Error：E_TMOUT.

エラー内容 セマフォの資源数が0です。これ以上カウントを減らすことはできません。

エラー番号 1600

エラー・メッセージ Maybe link is broken.

エラー内容 キューの探索処理がタイム・アウトにより異常終了しました。キューの情報が破壊されている可能

性があります。
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第5章　使用上の注意事項

この章では，MULTI, PARTNERなどのディバッガ（RD830を含む）を使用して，RX830を組み込んだロード・

モジュールをディバグする場合の注意事項を説明します。

5. 1　Nextステップ実行

RX830を組み込んだロード・モジュールをディバグする場合，Nextステップ実行に関して次の3点に注意して

ください。

（1）ext_tskをNextステップ実行しないでください。

Nextステップを実行したタスク（以降対象タスクと呼びます）が終了してしまい，ブレークしません。

ブレークしたとしても，次に対象タスク（または対象タスクとスタックを共有しているタスク）にsta_tsk

がかかったあとの処理でブレークしている可能性があります。

なお，ブレークしない場合でも，メイン・ウインドウのメニュー・バーの［実行（X）］→［Stop］ま

たは［Run］→［Stop］選択によりブレークすることは可能です。

（2）ter_tskされ得るタスクでのNextステップ実行には注意が必要です。

Nextステップを実行中にter_tskされた場合，対象タスクが終了してしまい，ブレークしません。

ブレークしたとしても，次に対象タスク（または対象タスクとスタックを共有しているタスク）にsta_tsk

がかかったあとの処理でブレークしている可能性があります。

なお，ブレークしない場合でも，メイン・ウインドウのメニュー・バーの［実行（X）］→［Stop］ま

たは［Run］→［Stop］選択によりブレークすることは可能です。

（3）RX処理内でNextステップ実行した場合，正常に動作しない場合があります。

サブルーチン内でブレークする可能性があります。

5. 2　予約語一覧

RX830, RD830が予約しているシンボルの一覧を次に示します。

5. 2. 1　RX定義シンボル

RXおよびRXコンフィギュレータが外部シンボルとして定義し，RD830が参照しているシンボルです。

RX830

Sit

SysIntEnt

RXのシステム・コール名
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5. 2. 2　RD830利用時のプログラム作成上の注意

RD830には，RX830を用いたプログラムのディバグに便利なディバグ機能を実現するために，RX830および

RD830が予約しているシンボルがあります（5. 2. 1　RX定義シンボル参照）。

これらの予約シンボルと同名のシンボルをユーザ・プログラム中で使用すると，RD830のディバグ機能に支

障をきたすことがあります。

ユーザ・プログラムでは，RXおよびRD830が予約しているシンボルを使用しないでください。
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FIFO　…　30, 33, 35
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アンケート記入のお願い

　お手数ですが，このドキュメントに対するご意見をお寄せください。今後のドキュメント作成の
参考にさせていただきます。

［ドキュメント名］RD830　タスク・ディバッガ（Windowsベース）　ユーザーズ・マニュアル　　　　　

　　　　　　　　（U13946JJ1V0UM00（第1版））
［お名前など］（さしつかえのない範囲で）

御社名（学校名，その他） （ ）
ご住所 （ ）
お電話番号 （ ）
お仕事の内容 （ ）
お名前 （ ）

1．ご評価（各欄に○をご記入ください）

項　　　目 大変良い 良　い 普　通 悪　い 大変悪い

全体の構成

説明内容

用語解説

調べやすさ

デザイン，字の大きさなど

その他（　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　）

2．わかりやすい所（第　章，第　章，第　章，第　章，その他 ）

　　
















3．わかりにくい所（第　章，第　章，第　章，第　章，その他 ）

　　
















4．ご意見，ご要望

5．このドキュメントをお届けしたのは
NEC販売員，特約店販売員，NEC半導体ソリューション技術本部員，
その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

ご協力ありがとうございました。
下記あてにFAXで送信いただくか，最寄りの販売員にコピーをお渡しください。

NEC半導体テクニカルホットライン
FAX：（044）548-7900
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理由

理由
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